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辰年を迎えて早１ヶ月が過ぎ

ました。二十四節気では、２月４

日が立春。しかし、２月はまだ寒

さの底です。特に今年は新潟を

始め北陸、長野などで大雪とな

っており、雪下ろしなどで高齢

者の方が命を落とされるという

事態が起きています。今年の春

はいつもより遅いとか。インフル

エンザの流行もまだまだこれ

からです。くれぐれも、ご自愛く

ださい。

そして、大変遅ればせなが

ら、今年もどうか

よろしくお願いい

たします。

原発ゼロ！震災復興！
いのち守ろう！３．１１和歌山県民大集会

東日本大震災・原発事故から１年目を迎える３月１１日、和
歌山城西の丸で「３．１１県民大集会」が開かれます。この
集会は原発ゼロ、震災復興、TPPへの参加反対、消費税増
税ストップ、社会保障拡充を求め 「変えるのは私たち」を、

、 。合い言葉に各分野 各地域が連帯して取り組みを進めます

月 日（日）11:00～15:003 11

和歌山城・西の丸広場
模擬店やステージ企画、各種相談コーナー、フリー
マーケット、アピール行進などあります。

誰でも参加できます。みんなで集まろう！

２０１２年も精一杯がんばります！
市会議員団の仕事始めは、毎年のとおり４日の市役所前

の新年ビラ配りからスタートしました。１月は新春のつどい
や各団体の旗開きなどにお招きをいただき参加するなど、
年頭から駆け足で活動がはじまっています。

２
月
議
会

傍
聴
に
お
越
し
下
さ
い

２
月
議
会
が
２
月
２
４
日
か
ら
３
月。

２
０
日
前
後
ま
で
開
会
さ
れ
る
予
定
で
す

２
月
議
会
は
新
年
度
（
２
０
１
２
年
）

の
予
算
を
決
め
る
議
会
で
、
各
会
派
が
行

う
代
表
質
問
は
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
を
テ
レ

ビ
和
歌
山
や
和
歌
山
放
送
で
放
映
・
放
送

さ
れ
ま
す
。
放
送
の
際
に
は
各
会
派
の
代

表
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
質
問
者
が
語

る
内
容
の
要
点
な
ど
も
併
せ
て
放
送
内
容

に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ご
覧
に
な
っ
て
い

た
だ
く
と
、
構
成
メ
ン
バ
ー
や
会
派
の
議

会
活
動
の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

、

、

。

ぜ
ひ

ご
覧
ま
た
は

お
聞
き
下
さ
い

ま
た
、
お
時
間
の
許
す
方
は
傍
聴
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

滝畑の産業廃棄物最終処分場建設計画

昨年の議会で問題点を詳細に指摘し、今年

に入って専門家に意見を聞く中で、地震と

の関係やこの地域の地質の問題から判断し

て、この計画はどの点からみても絶対に許

可すべきでない、と市長と教育長に要望書

を提出しました （ ）。 2/3

1/23「怒りの総行動」集会に参加

「後期高齢者医療制度の廃止 「消費税」

増税反対 「年金減らすな」と県庁まで」

のデモ行進に続き、県当局との交渉も行

。 。われました 国重秀明氏も参加しました

で
す

く
に
し
げ
秀
明

財
界
・
大
企
業
が
求
め
る

消
費
税
増
税
、
ア
メ
リ
カ
政

府
が
求
め
る
沖
縄
・
辺
野
古

へ
の
新
基
地
建
設
。
野
田
内

閣
は
、
こ
の
２
つ
の
案
件
の

実
現
に
執
念
を
み
せ
て
い
ま

す
。「

く
ら
し
も
景
気
も
ま
す

ま
す
落
ち
込
ま
せ
る
増
税
は

反
対

「
新
た
な
基
地
の
負

」
、

担
は
ゴ
メ
ン
だ
」
と
の
声
に

耳
を
貸
そ
う
と
し
な
い
政
治

は
許
せ
ま
せ
ん
。

そ
の
う
え
民
主
党
は
、
比

例
代
表
を
中
心
に
衆
議
院
議

員
定
数
の
削
減
を
主
張
。
一

方
で
年
間
３
２
０
億
円
の
政

党
助
成
金
（
日
本
共
産
党
以

外
の
政
党
が
請
求
）
は
温
存

す
る
姿
勢
で
す
。

定
数
削
減
が
強
行
さ
れ
れ

ば
、
国
会
議
員
１
人
当
た
り

の
助
成
金
の
金
額
は
増
え
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
国
民
の
生
活
が
第
一
」

の
公
約
を
裏
切
る
民
主
党
政

権
に
政
治
を
担
う
資
格
は
あ

り
ま
せ
ん
。
解
散
・
総
選
挙

で
審
判
を

仰
ぐ
べ
き

で
す
。

くにしげ秀明
（衆院一区）



ご
覧
に
な
っ
て
い

る
方
も
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

朝
ド
ラ
に
ハ
マ
っ
て

い
ま
す
。

主
人
公
は
世
界
的

な
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
コ
シ
ノ
３
姉
妹
の
お
母
さ

ん
、
小
篠
綾
子
さ
ん
で
す
。
大
阪
は
岸
和

田
生
ま
れ
。
女
手
一
つ
で
コ
シ
ノ
洋
装
店
を

成
功
さ
せ
、
３
人
の
娘
を
世
界
的
な
デ
ザ

イ
ナ
ー
に
育
て
上
げ
た
人
で
す
。
お
転
婆

な
少
女
時
代

「
だ
ん
じ
り
」
に
あ
こ
が
れ

、

ま
す
が
、
女
は
「
だ
ん
じ
り
」
に
乗
れ
な

い
と
言
わ
れ
、
そ
れ
な
ら
私
の
「
だ
ん
じ

り
」
は
ミ
シ
ン
や
！
と
た
く
ま
し
く
自
分
の

生
き
る
道
を
切
り
開
い
て
行
き
ま
す
。

主
人
公
だ
け
で
は
な
く
、
両
親
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
、
夫
、
ご
近
所
の
方
々
も
生
き

生
き
と
描
か
れ
て
い
ま
す
し

糸
ち
ゃ
ん

ド

、

（

ラ
マ
で
は
小
原
糸
子
）
の
立
ち
振
る
舞
い
や

言
葉
が
、
と
に
か
く
小
気
味
よ
く
て
さ
わ

や
か
、
毎
日
見
る
の
が
本
当
に
楽
し
み
で

す
。
岸
和
田
弁
が
和
歌
山
弁
に
よ
く
似
て

い
る
の
も
親
し
み
が
わ
く
理
由
の
一
つ
で
し

ょ
う
か
。

「
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
ま
だ
見
て
い
な
い

方
は
ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

こんにちは！
藤井健太郎です
（ふじいけんたろう）

寒さが一段と厳しくなり、インフル

エンザが猛威をふるい始めました。

孫の行く幼稚園でも次々と学級閉鎖です。

病院でも入院患者の見舞いは極力断り、外来者へは

マスクの着用や手指の消毒を呼び掛けています。私も

付き添い中のマスクの着用、手洗いと消毒に心がけて

います。

入院している母の最後の検査が終わり、退院許可が

出ましたが食事をとれない状態が続いています。

食事をとる環境作りが必要ではと考えていたら、入

院前にお世話になっていた老人保健施設の職員さんが

訪ねてくれて「施設に戻してくれたらいい、みんなで

食べられるようにする」と言ってくれました。病院と介

護施設の「役割の違い」と「連携」のあり方を見るよ

うな思いがし、再び施設にお願いすることになりまし

た。

老人保健施設での医療は限定されているため病院ほ

ど濃厚な治療はできませんが、介護力はあるので生活

リズムの回復には期待が持てます。短期間の点滴なら

見守りもお願いできます。ご飯を食べるようにと母を励

まし続けています。

２
月
議
会

議
決
後
に
決
定
！

中
学
校
給
食
は
当
初
予
定
し

て
い
た
、
小
学
校
で
調
理
し
て

中
学
校
へ
運
ぶ
「
親
子
方
式
」

を
断
念
し

「
選
択
式
デ
リ
バ

、

リ
ー
方
式
」
で
提
供
さ
れ
る
こ

と
が
、
教
育
委
員
会
の
方
針
と

し
て
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
新
年

度(

２
０
１
２
年)

１
０
月
か
ら

中学校

食
育
が
叫
ば
れ
る
昨
今
、
効
率

や
機
能
性
を
優
先
さ
せ
る
よ
う

な
食
の
あ
り
方
が
本
当
に
良
い

の
か
ど
う
か
を
改
め
て
問
い
直

す
こ
と
も
大
切
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

中
学
校
給
食
が
実
施
さ
れ
る

過
程
を
通
じ
て
、
引
き
続
き
、

子
供
た
ち
に
と
っ
て
よ
り
よ
い

給
食
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
議

論
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
意
見

も
ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

シ
ル
バ
ー
世
代
の
た
め
の

「
法
律
講
座
」

第
１
回
テ
ー
マ
は
「
遺
言
・
相
続
」

ゆ
ら
・
山
崎
法
律
事
務
所
主
催
の
市

民
法
律
講
座
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
講
座

終
了
後
は
無
料
の
法
律
相
談
も
行
わ
れ

る
そ
う
で
す
。

私
た
ち
は
、
家
族
、
兄
弟
姉
妹
、
親

戚
な
ど
自
分
を
取
り
巻
く
様
々
な
人
間

関
係
の
中
で
生
活
し
て
い
ま
す
。
健
康

な
時
、
若
い
と
き
に
は
意
識
し
な
い
こ

、

、

と
で
も
い
ざ

自
分
に
何
か
あ
っ
た
時

あ
る
い
は
高
齢
に
な
っ
た
時
、
遺
産
や

相
続
の
問
題
は
避
け
て
通
れ
ま
せ
ん
。

不
要
な
争
い
を
生
み
出
さ
な
い
た
め
に

も
、
ま
た
、
支
え
る
家
族
と
い
う
立
場

で
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
も
こ
の
際
、

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
：
２
月
１
７
日(

金)

午
後
６
時
３
０
分
～

（
約
１
時
間
）

場
所
：
新
橘
ビ
ル
７
階
Ａ
会
議
室

（
Ｊ
Ｒ
和
歌
山
駅
前
）

講
師
：
山
崎
和
友
弁
護
士

参
加
費
：
無
料

講
座
後
の
無
料
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方

の
み
、
事
前
予
約
が
必
要
で
す

電
話

０
７
３
・
４
３
３
・
５
５
５
１

西
脇
、
河
西
、
楠
見
、
日
進
、

西
和
、
西
浜
の
６
中
学
校
へ
実

施
予
定
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

詳
細
は
２
月
議
会
の
議
決
後
に

本
決
定
と
な
り
ま
す
。

残
る
課
題

中
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、

児
童
・
生
徒
の
目
に
見
え
て
、

温
か
い
物
が
提
供
で
き
る
自
校

方
式
か
そ
れ
に
準
ず
る
よ
う
な

も
の
を
と
、
質
問
な
ど
を
通
じ

て
要
望
し
て
き
ま
し
た
が
、
予

算
や
で
き
る
だ
け
早
く
全
校
実

施
し
た
い
と
の
理
由
か
ら
叶
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
や


